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本調査は、本紙ならびにインターネット回答も可能です。インターネットで回答される場合は、以下の「インターネット回答の利用者情

報」をご利用ください。詳しくは、同封の「インターネット回答のご案内」をご参照ください。 

インターネット回答の利用者情報 

政府統計コード  調査対象者 ID  パスワード 

                            

 
 

令和元年 11月 

国土交通省住宅局 
令和元年空き家所有者実態調査調査票 秘 この調査により報告された記入内容 

は統計法により秘密が保護されます。 

 

■2018年 10月１日時点における状況について、以下の設問ごとに、あてはまる選択肢の番号に○をつけ、  
に文字や数字を記入してください。 

※この調査は、「現在のお住まい」に概ね１年以上住んでいる世帯を対象に、「現在のお住まい以外の住宅」
についてお尋ねします。 

※この調査には住所に関する設問が含まれていますが、ご回答いただいた内容は統計を作成する目的以外
には使用しませんので、ありのままを記入してください。 

2018年 10月 1日時点で、現在のお住まいに住んでいましたか。 

１．住んでいた ２．住んでいなかった 
  

あなたの世帯員(世帯主を含む。)は現在のお住まい以外の住宅を所有していますか。（○はいくつでも） 
※「所有している」とは、登記の有無にかかわらず、固定資産税が納付されており、現にその住宅を所有している場
合、または相続の手続中の住宅がある場合をいいます。 

１．所有している 
（居住世帯のない住宅（空き家）） 

２．所有している 
（居住世帯のある住宅） 

３．所有していない 

■上記１．を選択した方は、以下の問についてお答えください。該当する住宅が複数ある場合には、そのうち１
つ（よくご存知の代表的な１住宅）についてお答えください。 

■上記２．のみを選択した方または３．を選択した方は、これで調査は終わりです。 

Ⅰ 所有している空き家について 

問１．あなたの世帯員(世帯主を含む。)が所有している「居住世帯のない住宅（空き家）」のうち、よくご存知の代表
的な１住宅（以下、「この空き家」といいます）の所在地はどこですか。 

※番地までご記入ください。マンション名などの記入は必要ありません。 
 郵便番号   

    －      

 
 都道府県名 市郡名 区町村名 

                     

 
 大字・字／町・丁目 番地以降 （例：○○１丁目１番１号） 

   

 
問２．この空き家はどのような建て方ですか。（○は１つ） 

１．一戸建 ２．長屋建 
(テラスハウスなど) 

３．共同住宅 
(アパート・マンションなど) 

問３．この空き家はどのような構造ですか。（○は１つ） 

１．木造 ２．鉄骨造 ３．鉄筋コンクリート造 ４．その他 

問４．この空き家が建築された時期はいつですか。（○は１つ） 
※延べ床面積の半分以上の増改築をした場合は、その時に建築されたものとしてください。 

１．昭和 25 年以前 
２．昭和 26～45 年 
３．昭和 46～55 年 

４．昭和 56～平成 2 年 
５．平成 3～12 年 
６．平成 13～22 年 

７．平成 23～27 年 
８．平成 28 年以降 
９．不明 

問５．この空き家の延べ床面積はおおよそ何㎡（または何坪）ですか。 
※一戸建の場合：居住室のほか、玄関、トイレ、台所、浴室、廊下、押入、土間など 
共同住宅・長屋の場合：共用部分を除く、専用部分の延べ床面積 

 

 

    ㎡   または    坪 （１坪≒3.3㎡） 

（どちらかに記入してください） 

（着色された箇所が記入の対象となります） 

（→次面に進んでください） 
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問６-１．この空き家には、腐朽・破損による屋根の変形や柱の傾きなど※が生じていますか。（○は１つ） 

※屋根が変形しゆがんでいる、壁や柱に傾きがある、土台や基礎が著しく腐朽している場合などをいいます。 
詳しくは同封した【御協力のお願い】をお読みください。 

１．生じている ２．生じていない ３．不明 

※２を選んだ方は問６-２～問６-３にもお答えください。 
 
問６-２．この空き家の外回りは、どのくらい腐朽･破損※していますか。（最も近いもの１つに○） 

※外壁の破損、基礎のひび割れ、瓦や雨どいが外れているなど  
１．腐朽･破損なし ２．部分的に腐朽･破損あり ３．全体的に腐朽･破損あり 

 問６-３．この空き家の室内は、どのくらい腐朽･破損※していますか。（最も近いもの１つに○） 

※内壁や床、天井のひび割れ、雨漏り、扉や窓の動作不良など 

 １．腐朽･破損なし ２．部分的に腐朽･破損あり ３．全体的に腐朽･破損あり 
 
Ⅱ 空き家の取得経緯などについて 

問７．現在の所有者は、この空き家をどのように取得しましたか。（○は１つ） 

１．新築・建て替え 
２．新築の住宅を購入 

３．中古の住宅を購入 
４．相続 

５．贈与 
６．その他 

問８-１．この空き家の所有者は何人ですか。（○は１つ） 

１．１人（単独所有） ２．２人以上（共有） ３．不明 

※１または２を選んだ方は問８-２にもお答えください。 

 問８-２．この空き家を取得した際に、登記の名義変更または新たな不動産登記を行いましたか。（○は１つ） 

１．名義変更を行った ２．新たに登記を行った ３．いずれも行っていない 

※３を選んだ方は問８-３にもお答えください。 

問８-３．不動産登記または登記の名義変更のいずれも行わない理由は何ですか。（最も近いもの１つに○）  

１．登記や名義変更しなくても困らない ３．手続きがわずらわしい 

２．費用の負担感が大きい ４．その他 

問９．この空き家のある土地はどのような権利関係ですか。（○は１つ） 

１．所有地（区分所有を含む） ２．借地 ３．不明 

 

Ⅲ 空き家の利用状況などについて 

問１０-１．現在、この空き家はどのように利用されていますか。（最も近いもの１つに○） 

１．買い手を探している 

２．借り手を探している 

３．寄付・贈与先を探している 

４．リフォームまたは建て替え予定のため 

利用していない 

５．取り壊し予定のため利用していない 

６．別荘やセカンドハウスなどとして利用 

７．転勤、入院などで居住者が長期不在だ 

が将来戻る予定のため物置として利用 

８．７．以外の物置として利用 

９．その他      10．不明 

※６を選んだ方は問１０-２および問１０-３にもお答えください。 

問１０-２．どのように利用されていますか。 
（最も近いもの１つに○）  

１．週末や休暇時に使用（避暑・避寒・保養など） 

２．たまに寝泊まりに利用（残業で遅くなったときなど） 

３．寝泊まり以外に利用（昼間だけ使用するなど） 

問１０-３．どのくらいの頻度で利用されていますか。 
（最も近いもの１つに○） 

１．ほぼ毎日 
２．週に 1～数回 

３．月に 1～数回 
４．年に 1～数回 

問１１-１．この空き家に最後に住んでいたのは誰ですか。（○は１つ） 
※「住んでいる」とは、ふだんの生活の拠点にしていることをいいます。 
また、転勤・入院などにより長期不在となった場合は、その時点から人が住まなくなったものとします。（以下、同じ） 

１．現在の所有者 
（親などとの同居を含む） 

２．現在の所有者の親 
３．現在の所有者の親以外の親族 
４．借家人 
５．その他の人 
６．新築時から人が住んでいない 

※１～５を選んだ方は問１１-２にもお答えください。 

問１１-２．その人がこの空き家に住まなくなったのはなぜですか。 

（最も近いもの１つに○） 

１．別の住宅へ転居 

２．老人ホ-ム等の施設に入居 

３．転勤、入院などにより長期不在 

４．死亡 

（→次面に進んでください）  
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問１２．この空き家に人が住まなくなってから、どのくらい経ちますか。 

※新築時から別荘であるなど、人が住んだことがない場合は、新築からの経過期間を記入してください。  

   年と   ヶ月 （１年を超える場合は、年だけでも結構です。） 

 

 
Ⅳ 空き家の管理について 

問１３．この空き家の所有者は、この空き家の管理について、どのようなことを心配していますか。（○はいくつでも） 

１．住宅の腐朽･破損の進行 

２．地震､豪雪などによる損壊･倒壊 

３．不審者の侵入や放火 

４．ゴミの不法投棄 

５．樹木･雑草の繁茂 

６．害虫の発生や野良猫などの集中 

７．地域の景観への悪影響 

８．心配事はない 

９．不明 

問１４-１．この空き家はおもに誰が管理していますか。（最も近いもの１つに○） 
※「管理」には、専門業者への委託だけでなく、日常的な見回りや郵便物の確認なども含みます。 
※共同住宅・長屋の場合、共用部分を含めた管理についてお答えください。 

１．所有者または所有者と同居 
している親族 

２．所有者と同居していない親族 

３．不動産業者､建築会社､ 
管理専門業者など 

４．自治会・近所の人 

５．誰も管理していない 

６．その他 

７．不明 

※１～４を選んだ方は問１４-２～問１４-３にもお答えください。 

問１４-２．どのような管理をしていますか。（○はいくつでも） 

１．戸締まりの確認 

２．住宅の通風･換気 

３．住宅内の清掃 

４．水回りなどの点検 

５．郵便物､チラシなどの整理･処分 

６．外回りの清掃､草取り､剪定など 

７．傷み､雨漏りなどのチェック･修繕 

８．台風､地震などの後の見回り 

９．除排雪 

問１４-３．どのくらいの頻度で管理をしていますか。（最も近いもの１つに○）  

１．ほぼ毎日 

２．週に 1～数回 

３．月に 1～数回 

４．年に 1～数回 

問１５．この空き家の維持や管理に要する費用は年間でおおよそいくらですか。（最も近いもの１つに○） 

※管理委託料、電話・ガス・水道等を契約している場合の費用、交通費、税金などを含みます。 
※共同住宅・長屋の場合、共益費・管理費、修繕積立金なども含みます。 

１．費用はかかっていない 

２．１万円未満 

３．１～３万円未満 

４．３～５万円未満 

５．５～１０万円未満 

６．１０～２０万円未満 

７．２０～３０万円未満 

８．３０万円以上 

９．不明 

問１６．この空き家を管理する上でどのような課題がありますか。（○はいくつでも） 

１．遠方に住んでいるので管理が困難 

２．管理の作業が大変 

３．管理費用の負担が重い 

４．管理を頼める人や業者がいない 

５．住宅を利用する予定がないので 

管理しても無駄になる 

６．課題はない 

７．不明 

問１７-１．この５年以内に、この空き家のリフォームを行いましたか。（○は１つ） 

１．行った ２．行っていない ３．不明 

 ※２を選んだ方は問１７-２にもお答えください。 

 問１７-２．今後５年程度のうちに、この空き家のリフォ-ムを考えていますか。（○は１つ） 

 １．考えている ２．考えていない ３．不明 

問１８．この空き家が「空家等対策の推進に関する特別措置法」に基づき「特定空家等※」と判断された場合、市区町 

村長による助言・指導、勧告、命令、代執行の対象となる可能性があることを知っていますか。（○は１つ） 

※「特定空家等」とは、周辺の生活環境の保全を図るために放置することが不適切な状態にある空き家等をいいます。 

１．知っている ２．詳しい内容までは知らなかったが、聞いたことがある ３．知らない 

問１９．住宅の敷地では固定資産税等が軽減されますが、その住宅が「特定空家等」であるとして市区町村長から

必要な措置をとることを勧告された場合には、対象から除外されることを知っていますか。（○は１つ） 

１．知っている ２．詳しい内容までは知らなかったが、聞いたことがある ３．知らない 

（→次面に進んでください）  
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Ⅴ 今後の空き家の利用などについて 

問２０-１．所有者は、今後５年程度のうちに、この空き家をどのように利用したいですか。（最も近いもの１つに○） 

※現在の利用方法を継続する場合も、該当するものを選んでください。 

 
１．売却 

２．賃貸 

３．寄付・贈与 

４．住む（リフォーム 
または建て替えて 
住む場合を含む） 

５．取り壊す 

６．セカンドハウス 
などとして利用 

７．空き家に 
しておく 
（物置を含む） 

８．不明 

※１または２を選んだ方は問２０-２～問２０-５にもお答えください。 

問２０-２．現在、買い手・借り手を募集していますか。（○は１つ） 

１．募集中 

２．募集の準備中 

３．買い手・借り手が決定済み 

４．まだ何もしていない 

問２０-３．売却・賃貸する上で、課題はありますか。（○はいくつでも） 

１．広さや部屋数 

２．住宅の傷み  

３．設備や建具の古さ 

４．住宅の耐震性 

５．リフォーム費用 

６．再建築不可（道路付けの悪さなど） 

７．公共交通の便 

８．地域の高齢化や人口減少 

９．買い手・借り手の少なさ  

１０．その他 

１１．課題はない 

問２０-４．希望する価格や家賃で買い手・借り手が見つからない場合、 
どうしますか。（○は１つ） 

１．売却・賃貸をあきらめる ２．価格や家賃を引き下げる ３．その他 

問２０-５．賃貸する場合、定期借家制度※を活用しますか。（最も近いもの１つに○） 
※契約期間が満了すると、必ず契約が終了する制度です。 

１．活用する･活用したい 

２．活用を検討する余地がある 

３．活用するつもりはない 

４．制度をよく知らない 

 ※３を選んだ方は問２０-６にもお答えください。 

 問２０-６．寄付・贈与のために支払ってもよい費用はおおよそいくらですか。（最も近いもの１つに○）  

 １．固定資産税相当額及び管理費用（１年分） ４．取り壊し費用相当額 

 ２．固定資産税相当額及び管理費用（５年分） ５．費用がかかるなら寄付・贈与しない 

 ３．固定資産税相当額及び管理費用（10 年分） ６．その他 
 

※５を選んだ方は問２０-７および問２０-８にもお答えください。 
 

問２０-７．取り壊すための費用はどのように用意する予定ですか。（○はいくつでも） 
 

１．貯蓄から ２．融資を受けて ３．補助金を利用して ４．未定 

 問２０-８．取り壊した後の土地をどうしますか。（最も近いもの１つに○） 

 １．所有者が利用（畑や菜園など） 
２．土地を売却 

３．土地を貸す 

４．そのままにしておく 
５．その他 

 

※６を選んだ方は問２０-９にもお答えください。 

 問２０-９．どのように利用しますか。（最も近いもの１つに○） 

 １．週末や休暇時に使用（避暑・避寒・保養など） 

２．たまに寝泊まりに利用（残業で遅くなったときなど） 

３．寝泊まり以外に利用 

（昼間だけ使用するなど） 

 ※７を選んだ方は問２０-１０にもお答えください。  
問２０-１０．売却・賃貸しないまたは取り壊さない理由は何ですか。（○はいくつでも） 

 
共通の理由 １．物置として必要 

２．仏壇など他に保管場所がないものがある 
３．将来､自分や親族が使うかもしれない 

４．資産として保有し続けたい 
５．労力や手間をかけたくない 
６．特に困っていない 

 
売却・賃貸 
しない理由 

７．住宅の質の低さ（古い、狭いなど） 
８．道路付けの悪さ 
９．交通の便の悪さ 

10．満足できる価格で売れそうにない 
11．満足できる家賃で貸せそうにない 

12．リフォーム費用をかけたくない  
13．買い手・借り手の少なさ 
14．好きなときに利用や処分が 

できなくなる 
15．他人に貸すことに不安がある 

 
取り壊さない 

理由 
16．解体費用をかけたくない 
17．取り壊すと固定資産税が高くなる 

18．さら地にしても使い道がない 

 

（ご協力ありがとうございました。） 


